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穀物　トウモロコシ、上昇基調   JA全農畜産生産部長　由井琢也氏

――主要穀物トウモロコシや大豆は米国で2021～22年度産の収穫が終了し南米で生育が進みます。22年の供

給をどうみますか。

「米国は豊作だった。ブラジルは南部が干ばつ気味だが、北部は良い状況で20～21年度より増えると期待し

ている。米農家の22～23年度産の作付けは、肥料価格が高いためトウモロコシが減って大豆が増えるという

民間情報会社もある。ただ、極端にはならないだろう。農家は作物の定期的な植え替えをきっちり守る。土

地が資本なので連作すると障害が出てくるためだ」

――米国の穀物輸出港を21年にハリケーンが襲いました。JAの調達戦略の再検討は。

「大きな影響は結果として回避できた。米西海岸やブラジルからの出荷でしのげた。産地の多元化に取り組

んでおり、大きな戦略転換はない」

――世界的な需要は。

「世界最大の需要国、中国はアフリカ豚熱（ASF）のまん延で、残飯を与えていたような小規模業者が廃業し、

近代化した養豚に変わった。配合飼料で育てるため、トウモロコシや大豆の需要が高まる。中国国内でもト

ウモロコシの増産に動いているが足りない。今後も（世界最大の）2000万～3000万トンは継続的に輸入する

だろう」

――脱炭素で注目されている穀物由来のバイオ燃料の需要をどうみますか。

「大豆や動物性油脂などを加工して再生可能ディーゼル燃料にして、軽油やジェット燃料として使う動きが

出てきた。06、07年ごろの（トウモロコシ由来の）バイオエタノールと同じような状況が大豆で起こり始め

ている可能性がある」

――バイオエタノール生産の拡大で、トウモロコシの国際価格は水準が一段切り上がりました。今回もそう

なるのでしょうか。

「そこまでは言い切れない。ただ長い目でみると、下がりにくくなる。大豆を搾って大豆油にして、加工し

て燃料にする。まだ搾油能力が需要に追いついていない。新しい搾油工場のプロジェクトが動き始めており、

いずれ大豆が足りなくなる可能性はある」

「バイオエタノールは新型コロナウイルス禍で落ち込んだ分の需要が伸びるが、市況に織り込まれているだ

ろう。どんどん価格が上がっていくことはない」

――ウクライナ情勢の影響は。

「世界の需要に供給制限がかかる可能性がある。小麦などの強材料となる」
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英シェル、社名変更完了　「ロイヤル・ダッチ」外れる

英石油大手ロイヤル・ダッチ・シェルは21日、社名を「シェル」に変更する手続きが完了したと発表した。

20日の取締役会で決議し、英国での登記が21日付で発効した。英国とオランダに分かれていた本社機能は英

国に集約済み。社名から「ロイヤル・ダッチ」が外れて名実ともに英シェルとして歩み出す。

シェルは2021年11月に経営体制の「簡素化」を打ち出し、税務上の拠点をオランダから英国に移すことを決

めた。取締役会の開催地や最高経営責任者（CEO）、最高財務責任者（CFO）ら幹部の執務地も移し、本社機

能を英国に一本化した。

日経新聞 ロイター通信 化学工業日報 燃料油脂新聞 環境ビジネス
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横浜港輸出額24%増、3年ぶり増加

横浜税関が20日発表した貿易速報によると、横浜港の2021年の輸出額は前年比24%増の7兆2250億円だった。

増加は3年ぶり。20年の新型コロナウイルス禍による落ち込みの反動増に加え、オーストラリア（豪州）向け

の自動車や中国向けの半導体等製造装置などが海外経済の回復で好調だった。

輸入額は22%増の4兆9544億円で、記録のある1979年以降で最高だった。品目別では原油・粗油が77%増と急

増した。原油通関単価は12月に前年同月の約2倍の1キロリットル当たり5万9302円となるなど高水準で推移し

た結果、輸入額を押し上げた。原油・粗油だけでなく豪州からのアルミニウムなどを中心とした非鉄金属は

前年比68%増、チェコからの白金くずなど金属鉱・くずは2.2倍と資源価格高騰が響いた。
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業界トップに聞く　物流の2024問題
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